


１．事業の位置付け・必要性

ACS Energy Lett. 3, 618-621 (2018).

連通孔を有するメソポーラスカーボン(MPC)担体により、発電性能は大きく向上
→現在のNEDO標準材料にもMPCが採用

一方で、システム小型化のため、運転条件はより過酷(120℃, 30%RH)に
⇒発電性能の向上に加え、MPCには高い耐久性も求められる















2．GMSの特徴と優位性：多孔性と耐酸化性の両立

Activated carbon GMS1700 m2/g 1940 m2/g

Bull. Chem. Soc. Jpn. 96, 510-518 (2023).

















5．研究開発成果について

高温処理により、比表面積は徐々に減少







5．研究開発成果について

Pt/GMS

ref.

起動停止耐久試験において、きわめて高いECSA維持率を示した



6．開発状況と今後の予定

・Pt担持GMSのMEA評価結果は、特許申請のため今回は非公開

・2026年夏に特許を申請予定

・GMSを用いた触媒層の最適化を進める

・低RH性能向上に向けたGMS改良を行う

・更なる活性と耐久性の向上に向けたGMSの構造最適化を進める


